【通勤災害全体】

〔分析結果〕

〇　９職種別では，「その他の職員」54.4％，「警察職員」16.2％，「義務教育学校職員」，「その他教育職員」がそれぞれ8.8％，「運輸事業職員」7.4％，「清掃事業職員」2.9％，「消防職員」1.5％となっている。
〇　40職種別では，「一般事務職」が32.3％で最も高く，「警察職員」14.7％，「その他の教育公務員」13.2％，「運転士・車掌等」7.4％が続いている。
〇　男女別では，「男性」57.4％，「女性」が42.6％となっている。

〇　年齢層別では，「50歳代」33.9％，「40歳代」27.9％，「30歳代」22.1％が続いている。40歳代以上が64.7％で６割以上を占めている。

〇　月別分類では，「11月」が14.7％で最も高く，「７月」13.2％，「9月」，「12月」がそれぞれ11.8％で続いている。

〇　曜日別分類では，「木曜日」，「金曜日」がそれぞれ26．5％で最も高く，「月曜日」25．0％，「水曜日」14．7％が続いている。週末や週明け直後の比率が高い。

〇　時間別分類では，「7時」が27.8％で最も高く，「8時」26.5％，「19時」8.8％が続いている。通勤時の「7時」・「8時」で54.3％を占め，退勤時の「17時」から「21時」までの32.4％を上回る。

〇　事故の型別分類では，「転倒」が42.7％で最も高く，「交通事故」26.5％，「激突」，「激突され」がそれぞれ13.2％で続いている。

〇　起因別分類では，「分類不能」を除き，「自動車（乗用車）」が41.1％で最も高く，「バイク」23.5％，「起因物なし」13.2％，「自転車」10.3％で続いている。車輌を起因とするものが76.4％となり８割近くを占める。

〇　傷病別分類では，「骨折」が36.8％で最も高く，「打撲・挫傷」33.8％，「捻挫（腰痛を除く）」20.6％が続いている。

〇　治癒の状況は，平成22年9月30日現在で，「治癒」73.5％，「未治癒」が26.5％となっている。

〇　療養期間は，平成22年9月30日現在で，「3月以上6月未満」が23.5％で最も高く，「1月未満」，「6月以上12月未満」がそれぞれ22.1％，「1月以上3月未満」16.2％が続いている。

療養期間が12月以上に及ぶものが16.1％になっている。

平均の療養期間は5.8月となっている。

〇　出退勤途上区分では「出勤途上」58.8％，「退勤途上」41.2％となっており，出勤途上が退勤途上を上回る。

〇　通勤方法では，「自動車」が33.9％で最も高く，「徒歩」19.1％，「原動機付自転車・バイク」，「自動二輪車」がそれぞれ17.6％，「自転車」10.3％が続いている。

〇　災害発生場所では，「交差点」が51.5％で最も高く，「その他道路」42.6％が続いている。これらで94.1％となり，道路上の災害が９割以上を占めている。

〇　第三者加害事案の該当状況では，「該当」が52.9％，「非該当」47.1％となっている。

